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このニュースレターは、「文化財に親しむ機会の提供に関する事業」の一つとして、身近な文化財情報をはじめ、 

文化財を活用した事業などの紹介を行っています。 

ぜひ学校教育や生涯学習の場で広くご活用ください。 
 

 

 

 

令和２年（２０２０年）７月12日、白老町に 

ウポポイ（民族
みんぞく

共生
きょうせい

象 徴
しょうちょう

空間
くうかん

）がオープン 

します！ 

ウポポイ（民族共生象徴空間）とは、私たち 

の国の貴重
きちょう

な文化でありながら存立
そんりつ

の危機
き き

にあ 

るアイヌ文化の復興
ふっこう

・発展
はってん

のための拠点
きょてん

となる 

ナショナルセンターです。 

国立アイヌ民族博物館
はくぶつかん

、国立民族共生公園、 

慰霊
いれい

施設
しせつ

があり、豊
ゆた

かな自然
しぜん

にいだかれたポロ 

ト湖のほとりで、アイヌ文化の多彩
たさい

な魅力
みりょく

に触
ふ

 

れることができます。 

《国立アイヌ民族博物館》 

先住民族アイヌを主題
しゅだい

とした日本初の国立博物館で、北海道では初
はじ

めてつくられる国立

博物館です。 

伝統的
でんとうてき

なアイヌ文化の一面的な展示
てんじ

にとどまらず、現代に息
いき

づく多様
たよう

なアイヌ文化とそ

れに関
かか

わる人々を様々な視点
してん

から紹介
しょうかい

します。 

館内
かんない

の解説
かいせつ

パネルやサイン、音声ガイドは、アイヌ語・日本語・英語など多言語に対応
たいおう

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウポポイがオープンします！ 

 
ぶんかざいまるちなび 

文 化 財○知 ナ ビ 
№48 

着物とタマサイ 伝統的なアイヌ家屋
か お く

（チセ） 

ルウンペ 

トゥレッポん 



《国立民族共生公園》 

古式
こしき

舞踊
ぶよう

の公演
こうえん

や多様な体験
たいけん

プログラムを通じて、自然の中で培
つちか

われてきた先住民族ア

イヌの文化を五感で感じることのできる体験型フィールドミュージアムです。 

豊かな自然に囲
かこ

まれた、アイヌ文化が息
いき

づく憩
いこ

いの場です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

○伝統芸能
げいのう

上演
じょうえん

プログラム           ○食文化体験 

 ユネスコ無形文化遺産
いさん

の代表一覧
いちらん

表に登録
とうろく

、  アイヌの暮
く

らしの知恵と自然の恵みが詰
つ

 

国の重要
じゅうよう

無形民
みん

俗
ぞく

文化財に指定
してい

されている   まった食事を食べたり、調理
ちょうり

したりするこ 

「アイヌ古式舞踊」等が上演されます。     とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○伝統芸能体験                ○製作
せいさく

体験 

 ムックリ（口琴
こうきん

）、トンコリ（五
ご

弦
げん

琴
きん

）な    木
き

彫
ぼ

りや刺繍
ししゅう

の製作体験ができます。 

どのアイヌの伝承
でんしょう

楽器
がっき

を演奏
えんそう

できます。    アイヌ文化の特徴
とくちょう

的な模様
もよう

の意味や歴史
れきし

を 

 また、ムックリの製作
せいさく

体験もあります。  学ぶことができます。 

 

アイヌ語や文化に触れることができるビ 

                     ンゴゲームやすごろく等のキッズプログラ 

ムもあります。 

                      アイヌ文化の多彩な魅力があふれるウポ 

ポイ（民族共生象徴空間）に、ぜひ足をは 

こんでみてください！ 
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イメージです 

アイヌの民族衣装の試着
しちゃく

もできます！ 
【写真提供：公益財団法人アイヌ民俗文化財団】 


